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育素多沼の鳥類’

日本野鳥の会十勝支部２

はじめに

育素多（いくそた）沼は十勝川下流部，河口から２０kmの左岸近くにある面積l8haの沼

である．十勝川下流部沿いでは，これまで長期間にわたって治水や農耕地の拡大のために

河川改修や沼の埋立てが行われてきており，現在ではこの沼の周囲も農耕地となっている．

一時，北海道開発局の十勝川竣喋事業の一環として，凌喋した土砂でこの沼を埋立る計画

があった．しかし，この沼は，春と秋に多くのヒシクイやオオハクチョウが渡米するため，

渡り鳥の中継地として重要であるということから，この計画は中止された．ただ，この計

画が明らかになった時点で，この沼が渡り鳥の中継地や水鳥の生息地として重要であるこ

とを示すような公表された資料がなかった．そこで私たちの支部は育素多沼の鳥類を調査

し，その結果を発表することにした．

この調査をまとめるにあたり，ヒシクイの観察記録を使用させていただいた雁を保謹す

る会，植生調査にご協力いただいた野洲健治，大原武の両氏にお礼申しあげる．なお，こ

の調査にあたっては，日本野鳥の会の昭和58年度支部事業補助金を受けた．

鯛査地と調査期間

育素多沼は南北に細長く，長さ８００，，幅250ｍ，面積l8haである．本来の沼用地とされ

ていた部分はこれより広いが，これまでに周囲が埋立てられて農耕地となり，現在の面積

となった．そのために沼の周囲のヨシ原の部分は幅狭〈，水辺から数ｍ-50ｍの範囲しか

ない．沼の岸沿いにはヨシ，ガマ，沼の中のやや浅い所にはフトイ，水深70-100cmのとこ

ろにはヒシ，ネムロコウホネ，タヌキモなどの植物が生育している．沼に流入する川はな

く，沼の北側に農地を流れる排水瀧が流れ込み(ふだん水量は少ない)，南側からは排水瀧

が流れ出ているが，年間を通して大きな水位の変化はなかった．沼では11月下旬から12月

初めにかけて凍結しはじめ，３月下旬から４月上旬にかけて開水面が現れはじめる．沼の

水質はＴａｂｌｅｌに示すとおりである．これらの値を環境庁が定めた水質汚濁に係る環境基

準（環境庁水質規制課1982)のうち湖沼の水質基準類型Ｃ（工業用水２級･環境保全）と比

べると，水素イオン濃度(ＰＨ)，浮遊物質量(SS)，容存酸素量(ＤＯ)は基準内であるが，化

学的酸素要求量(ＣＯＤ)は基準外である．

調査を行ったのは1983年であるが，調査回数が少なかったため，1984,1985両年にも同

様の調査を行い，各月の調査回数を２～７回とした．ただし沼が凍結する12月には１回の
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ＴａｂＩｅｌ・WaterqualityoftheIkusotaPondin１９８３(ｍg/l)．
表1．育素多沼の水質
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結果と考察

育素多沼で観察された鳥類はカイツブリ類３種，サギ類２種,ガン・カモ類16種,タン

チョウ，カモメ・アジサシ類３種の計25種である(Table２)．

カイツブリ類のうち，カイツブリとアカエリカイツブリの２種は夏鳥である．カイツブ

リは８～11月に見られたが少なく，ここで繁殖している様子はなかった．９月にやや多く

見られたことがあっただけである．アカエリカイツブリは４月上・中旬に渡来し，１０月下

旬までには渡去する．ここでは１～２つがいが繁殖し，８月には幼鳥が加わって数が増加

した．ハジロカイブリは10月中旬以降に見られたが，数は少なかった．

チュウサギは1983年１１月13,20両日に１羽が見られただけである．十勝地方でシラサギ

類は夏に稀に渡来することがあり(Iijimal984)，今回の個体もこのような個体が遅くまで

残ったものであろう．アオサギはこの沼の上をよく通過するが，沼に飛来する個体は少な

かった．この沼の東８kmにある浦幌町稲穂にはアオサギのコロニーがあり，ここから飛来

するものと思われる．

ガン類はヒシクイが主で，マガンは1985年４月14日に18羽が記録されただけである．上
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調査を行い，１～３月には調査を行わなかった．なお，1982～1984年にはこの沼のある豊

頃町全域は休猟区となっており，1985年にはこの沼を含む85ｈａが危険防止のために銃猟
禁止区となっていた．

育素多沼の鳥類の調査は，西側と東側の岸から行ったが，これらの地点からは沼のほぼ

全域が見わたせるので，鳥が岸沿いのヨシの中に隠れている場合以外は見落としはないと

思われる．この沼に飛来する鳥類は，この沼の東側から南側にかけてある旧利別川や西側

の十勝川河川敷も利用するので，ヒシクイ，オオハクチョウ，タンチョウの生息数につい

ては随時この沼以外でも調査を行ない，その結果も用いた．調査に参加した会員は，上田

一視(水質担当)，小野登志和，曾根謙次郎，土田光子，徳永晃，新田和弘，藤巻裕蔵，村
上寿之，若杉節である．
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Table２.Birdspeciesandtheirnumber（meanandrange）onthelkusotaPond，
表2．育素多沼で記録された種と個体数．
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Apr．

シクイは春と秋に渡来する．日中これらは沼に少なく，主に十勝川河川敷で採餌しており，

夕方になると沼に飛来する．例えば，1984年４月22日の夕方沼に飛来したヒシクイの累積

数をあげると，１５：３０３０羽，１６：６０８７羽，１７：４５１４４羽，１８：００２００羽，１８：１５２８２羽，

１８：３０３０６羽（これ以降は暗くなり観察不能)であった．Ｔａｂｌｅ２に示した沼への飛来数は

４月に多く，秋には少なくなっている．しかし，これは沼で観察した時に少なかっただけ

で，その周辺地域を含めると春と同様に多かったことが雁を保護する会の調査結果(Table

3)から明らかである．このように，ヒシクイは沼でも採餌するが，主にねぐらとして沼を

使っている．オオハクチョウは，沼の氷がとける前から少数が渡来したが定着せず，４月

になり開水面ができてから数多く渡来した．1983年４月にここで観察された標識烏のうち

2C79は1982年11月６日から1983年２月１日まで大湊湾で越冬しており，２C98は２月13日

に野辺地海岸，３月18日～４月５日に育素多沼の北西27kmにある旧途別川で観察された個

体である（日本白鳥の会1984)．これ以前にも特徴のある色をつけた１羽が渡去時期に旧

途別川から育素多沼に移動した例がある．４月上旬に旧途別川のオオハクチョウが渡去す

る時期から沼の個体数が多くなるが，ここに渡来するものの一部はそれまで旧途別川で越

冬していたものであろう．沼でのオオハクチョウの数の変化を日本白鳥の会（1984,1985,

1986）の資料も含めてTable4に示す．最高数は４月中～下旬の200～250羽であった．渡

去は５月上旬である．秋の渡来は10月中・下旬であったが，1984年には９月中旬に少数が

渡来した．秋には個体数は少なく，あまり長くはいなかった．

カモ・アイサ類は13種であったが，沼に繁殖期中ずっと生息していた種はおらず，主に

春と秋に渡来した．しかし，マガモ，カルガモ，ヨシガモはこの沼の付近で繁殖している

と思われ，７～８月にはすでに沼に出現した．個体数が多かった種は，４月にはオナガガ

モ，ヒドリガモ，キンクロハジロで100～300羽，９～11月にはマガモとキンクロハジロで

100～500羽であった．

1984年にはタンチョウの成鳥２羽がこの沼や十勝川河川敷で繁殖期に観察されたが，繁

殖している様子は見られなかった．これ以外には，主に秋に数羽が沼周辺のデントコーン

やアズキの収穫後の畑に飛来して採餌するのが観察された(Table5).個体数は２羽のこと

が多く，秋には２～７羽となった．

Table３.ＴｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆＡ"s"･ﾉh6aﾉiscountedonthelkusotaPond
anditssourroumdingarea・

表3．育素多沼および周辺のマガンの数．
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表4．育素多澗および周辺のオオハクチョウの数．

2７

カモメ・アジサシ類では，春と秋に少数のユリカモメ，カモメ，アジサシが一時的に出

現しただけである．これらは十勝川沿いに海岸から飛来したものであろう．

この他に調査期間中に沼の周辺の農地や防風林，十勝川河川敷で観察された鳥類は，ト

ビ，オジロワシ，ハイイロチュウヒ(1983年４月８日)，チコハヤブサ，マナヅル(1984年５

月27日，６月12日，ともに２羽)，タケリ（1983年４月６日，２羽)，イソシギ，オオジシ

ギ，キジバト，カッコウ，アカケラ，コアカケラ，ヒバリ，ショウドウツバメ，ハクセキ

レイ，モズ，ノゴマ，ノビタキ，アカハラ，ツグミ，エゾセンニュウ，シマセンニュウ，

マキノセンニュウ，コヨシキリ，エナガ，ハシブトガラ，シジュウカラ，ゴジュウカラ，

ホオアカ，シマアオジ，アオジ，オオジュリン，カワラヒワ，ベニマシコ，シメ，ニュウ

ナイスズメ，スズメ，コムクドリ，ムクドリ，ハシボソガラス，ハシブトガラスの41種で

あった．このうちタケリとマナヅルは十勝地方では初記録である．またオジロワシについ

ては十勝地方における生息状況をすでに報告してある（日本野鳥の会十勝支部1983)．

十勝地方では，育素多沼以外にも生花苗沼にマガンが，長節沼と湧洞沼にヒシクイが渡

来するが，これらの沼では渡来数は秋に多く，春には育素多沼ほど多くない（正富ほか
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1978)．オオハクチョウは旧途別川や途別川で越冬するが(日本白鳥の会1985,1986)，北

上のときさらに南で越冬したオオハクチョウとともに４月末～５月初旬までと秋の南下の

ときに育素多沼に滞在する．この他にも春と秋には多くカモ類が飛来する．また秋には周

辺の畑にタンチョウが採餌に飛来し，この沼や旧利別川をねぐらとしている．このような

点で，育素多沼はこれらの鳥類の渡りの中継地，ねぐらとして重要であるといえる．ただ

し，渡来期間中は，この沼だけではなく，近くの十勝川左岸の河川敷や旧利別川も利用さ

れており，とくに十勝川河敷は採餌場所としてよく利用されていた．しかし現在十勝川右

岸の河川敷はほとんど放牧地となっており，左岸ほどガン，ハクチョウ類に利用されては

いなかった．1985年には銃猟禁止区域に指定されたが，この区域周辺で狩猟が行われたた

め，一部の鳥類の生息状況に影響が現れた．すなわち，秋に沼にオオハクチョウが飛来す

るものの，落ち着かずすぐ渡去してしまうこと，畑に飛来するタンチョウが少くなり，飛

来してもすぐに去ってしまうことなどがあげられる．

渡り鳥の生息地の保全のためには，育素多沼とその周辺地域，十勝川河川敷も含め，将

来は鳥獣保護区とすることを考慮する必要があろう．

要約

１．十勝川下流沿いにある育素多沼（面横18ha）とその周辺で1983～1985年に鳥類の調査を行っ
た．

２．調査期間中，この沼ではカイツブリ類３種，サギ類２種,ガン・カモ類16種,タンチョウ，カ
モメ・アジサシ類３種の計25種の鳥類が記録された．

３．この他にこの沼の周辺地域で，ワシ・タカ類４種，シギ・チドリ類３種，キジバト，カッコ

ウ，キツツキ類３種，スズメ目鳥類29種が観察された．

４．この沼とその周辺地域はヒシクイ，オオハクチョウの渡りの中継地，タンチョウの生息地と
して重要である．
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BirdsoftheIkusotaPond,TokachiDistrict，Hokkaido

TokachiChapter,WildBirdSocietyofJapan

Ｆｒｏｍｌ９８３ｔｏｌ９８５ａｂｉｒｄｓｕｒｖｅｙｗａｓｃｏnductedonthelkusotapondinthelowerreaches

oftheTokachiRiver,easternHokkaido,anditssurroundingarea､Twenty-fivespecieswere

observedincluding3speciesofgrebes,２speciesofegretandheron,l6speciesofanserines，

Ｇ“”0"“sfsh2speciesofgullsanｄＳｒｅ〃α〃”"｡b・Inaddition,４１birdspecieswere

observedinthesurroundingarea:〃i”2錨加Zg?”s,HIzﾉjtzge“αﾉ6な"〃,Ｃｉ７℃ｚｆｓＣＷｚ"ez4s,”たo

szｲ66"彫0,Ｇγ7fszﾉゆわ(２birds,ｏｎＭａｙ２７ａｎｄＪｕｎｅｌ２,1984),ＶＩＺ"gﾉﾉ"ｓ〃α"eﾉ姑(Apr､6.1983)，

”"gZz”0彪"ＣＯＳ,“"加ｆｚｇＤ”ｱﾉ"雌戯Ｓｊ””eﾉjhzO漉卸”ﾉﾉS,α“"鱈αz"0ﾉ"s,Ｄｅ"d”cQpos

"､zz/ｂ踊り､加加0踊り,紘脚ﾙ4Ａ〃郷dtzα”e"sjS,Ｒゅα””α虚,ﾉl'ｂ"cﾉﾉ〃α伽,Ｌα"jiｨｓ６"cゅ"“

Ｅ戒”“αz伽βe,Ｓ上zxた０敗to々”虹,”旅“c吻祁0"２４s,、〃α"”"狐LOcz4s彫ﾉ〃/fzsc加地",Ｌ、

ｏｃﾙo陀宛sfsbL、ノセz"ceoAzm,ＡＣ７℃cゅ"ﾉ"ｓ６ｉｓ“gｵ”s,Ａ恋#加〃ｓａｚ"dtz“Ｒz“ｐα“姉,Ｒ

"呪z/b蝿Ｓｉ"〃、lα”,ａ"6e砲z血αz",Ｅ”〃0Az,Ｅゅodb”"jα,ESCﾉ20”たﾉ"s,Ｑｚ'てｶｨgﾉ応

s"”，りれZg況ｓｓめﾉ流”s,Ｃｂｃ”ｊｈｍｚｲsj巴SCO“0肋ｍｚ４ｓ蛇S,Rzsseγ〃"Az"s,只加0泥”"２４s,Ｓｿ"〃zJs

lh鋤'”s心Ｓ”emcFz4s,Ｃｂ”zｲSCOγｗ０ｅａｎｄＣ.”c、”"cﾉ'０s・Ofthese,Ｇ〃ゆわａｎｄⅨ

”"eﾉ“wererecordedfromTokatiDistrictｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｔｉｍｅ､ＴｈｅｌｋusotaPondareaisa

importanthabitatformigratingwaterfowl,especiallyＡ"sgγﾉ2z"ﾉおａｎｄＣＮｇ"妬“""s、

LaboratoryofWildlifeResourceEcology,ObihiroUniverstyofAgriculture

andVeterinaryMedicine,Obihiro,０８０．


